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学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

淑
徳
人

警
視
庁
　
勤
務

土
方 

も
も
こ
さ
ん

と
も
い
き
の
こ
こ
ろ

学
祖
を
知
る

　
淑
徳
大
学
を
知
る

C
am

pus N
ew

s

知
識
モ
リ
モ
リ
×
福
祉
の
仕
事

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
何
を
す
る
人
か

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
活
用
し
よ
う



し
ょ
う
。
ま
た
本
学
で
は
親
し
み

や
す
い
教
職
員
が
多
く
、
学
生
諸

君
か
ら
「
学
生
と
教
職
員
と
の
距

離
が
近
い
」
と
い
う
評
価
を
得
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会

で
の
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
実

習
等
を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い
が

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
出
会

い
を
、
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
意

識
や
絆
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
今

日
、
つ
な
が
り
の
再
構
築
は
、
こ

の
社
会
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
ゼ
ミ
や
実
習
、
サ
ー
ク
ル
活

動
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

自
分
と
は
異
な
る
他
者
と
の
出
会

い
と
交
わ
り
を
広
げ
、
共
に
学
ぶ

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
で
の
学
生
生
活
が
、
多
く

の
関
わ
り
を
通
し
て
、
限
り
な
く

充
実
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

生
を
組
織
し
て
子
ど
も
達
の
勉
強

会
や
住
民
の
生
活
相
談
な
ど
の
仕

事
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
『
社

会
事
業
と
は
何
ぞ
や
』
と
い
う
著

作
の
な
か
で
「not for him

, but 

together w
ith him

」（
他
者
の

た
め
に
で
は
な
く
、
他
者
と
と

も
に
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
と

書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、「
他

者
に
生
か
さ
れ
、
他
者
を
活
か
し
、

と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
本
学
の

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
利
他
共
生

の
理
念
」
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
本
学
で
は
、
社
会
の
諸
分
野
で

他
者
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
志

す
人
材
を
育
成
す
る
目
的
の
も
と

に
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
建
学
の
精
神
と
も
関
わ

り
ま
す
が
、
先
生
や
友
人
、
多
く

の
方
々
と
の
交
わ
り
や
絆
を
大
切

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
学
時
代
に
培
っ
た
友
情

は
、
利
害
関
係
が
な
く
全
人
格
的

で
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
と
な

り
ま
す
。
将
来
の
夢
を
純
粋
な
気

持
ち
で
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
学
生
の
特
権
と
い
え
る
で

　
ご
入
学
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
入
学
に
際
し
て
学

長
と
し
て
皆
さ
ん
に
二
つ
の
こ
と

を
お
伝
え
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
、
建
学
の
精
神
、
も

う
一
つ
は
師
友
や
多
く
の
人
々
と

の
出
会
い
に
つ
い
て
で
す
。

　
淑
徳
大
学
は
昭
和
40
年
に
学
祖

長
谷
川
良
信
先
生
に
よ
り
、
社
会

福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
の
単
科

大
学
と
し
て
開
学
し
ま
し
た
。
学

祖
は
宗
教
大
学
（
現
大
正
大
学
）

を
卒
業
後
、
母
校
の
社
会
事
業
研

究
室
に
お
勤
め
に
な
ら
れ
、
大
正

7
年
二
十
八
歳
の
時
、
東
京
巣
鴨

の
二
百
軒
長
屋
と
呼
ば
れ
た
非
常

に
貧
し
い
方
々
が
住
ん
で
お
ら
れ

る
地
域
の
生
活
向
上
を
志
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
志
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。「
立
っ
て
貧
民
を

救
え
！
　
貧
児
を
救
え
！
　
貧

民
窟
に
入
っ
て
一
生
を
奉
仕
の
生

活
に
捧
ぐ
べ
き
だ
！
」（「
出
発
点

の
こ
ろ
」
昭
和
34
年
）
学
祖
は
実

際
、
そ
の
二
百
軒
長
屋
に
移
り
住

ん
で
、
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
学

◇ 

各
学
部
長

淑徳大学　学長　磯
いそおか

岡　哲
て つ や

也

2017年学長就任。研究分野は「宗教社会学（宗教を基盤とした人間集団の社会学的

分析）」。日本宗教学会、日本社会学会、日本民俗学会、日本家族社会学会、「宗教

と社会」学会等に所属。建学の精神、教育理念を踏まえた教育方法の開発に携わり、

宗教教育のあり方に関する研究にも力を入れています。

12



「
実
学
」と
は
「
自
分
を
活
か
す
学
び
」

　"not for h
im

, but together w
ith h

im
"

「
彼
の

た
め
で
は
な
く
、
彼
と
共
に
」
と
い
う
良
信
先
生
の

言
葉
は
皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
6
歳
の
と
き
仏
門
に
入
り
、
厳
し
い
修
行
と
勉
学

に
励
ん
だ
良
信
先
生
は
、
大
学
（
宗
教
大
学
。
現
在

の
大
正
大
学
）
を
卒
業
す
る
と
社
会
事
業
の
道
を
歩

み
始
め
ま
す
。
東
京
市
養
育
院
の
巣
鴨
分
院
に
勤
務

し
、
社
会
に
あ
ふ
れ
る
家
も
親
も
な
い
子
ど
も
た
ち

の
救
済
に
情
熱
を
傾
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
年
足

ら
ず
で
、
当
時
は
不
治
の
病
と
さ
れ
た
結
核
に
冒
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
ほ
ど
の

重
篤
な
状
態
を
脱
し
た
良
信
先
生
は
、「
自
分
の
命

を
社
会
の
た
め
に
活
か
す
」「
精
一
杯
生
き
て
、
自

分
の
使
命
を
や
り
ぬ
く
」
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
仏
教
で
言
う
「
自
利
利
他
」（
自
分
の
尊

い
命
を
自
他
の
自
己
実
現
に
向
け
て
完
全
燃
焼
さ
せ

る
こ
と
）
を
体
得
し
た
と
言
え
ま
す
。

　
28
歳
の
と
き
、
宗
教
大
学
社
会
事
業
研
究
室
に
迎

え
ら
れ
、
東
京
・
西
巣
鴨
の
二
百
軒
長
屋
に
単
身
移

住
し
、
実
踏
調
査
と
住
民
救
済
事
業
に
身
を
投
じ
ま

し
た
。
粗
末
な
家
が
建
ち
並
び
、
不
衛
生
で
、
一
般

の
人
は
決
し
て
近
づ
か
な
か
っ
た
環
境
で
し
た
。
こ

こ
で
寝
食
を
忘
れ
て
住
民
の
生
活
改
善
や
福
祉
の
向

上
に
力
を
尽
く
し
た
実
践
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
彼
の

た
め
に
で
は
な
く
、
彼
と
共
に
」
の
言
葉
な
の
で
す
。

　「
共
生
」
は
、
一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
、
他
の
一

切
の
い
の
ち
と
深
い
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
自

己
の
し
あ
わ
せ
（
い
た
み
）
と
他
者
の
し
あ
わ
せ
（
い

た
み
）
は
そ
の
根
本
に
お
い
て
別
々
の
も
の
で
は
な
い

と
い
う
自
覚
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
他
者
の
い
の
ち
を
尊

重
し
、
思
い
や
り
、
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
与
え
ら
れ
た
い
の
ち
を
他
者
の
た
め
に
役
立
て
て

い
く
こ
と
が
「
利
他
共
生
」
の
精
神
で
す
。

　「
実
学
」
と
は
、
こ
の
精
神
を
体
験
を
通
し
て
自

分
に
刻
み
込
む
学
び
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
良
信
先

皆さんは縁あって淑徳大学で学ぶ仲間となりました。

「共
ともいき

生」「思いやり」といった本学の理念に共感して入学を決めたことでしょう。

淑徳大学は、学祖・長谷川良信先生の理想の集大成として1965（昭和40）年

に開学しました。良信先生がどのような思いでさまざまな事業に情熱を傾け、

後に続く学生たちに何を期待したのか。それらを知ることは、皆さんのこれか

らの大学での学びの指針になるはずです。

良信先生も皆さんの活躍を温かく見守っています。

生
は
「
実
学
」
を
、「
実
践
を
通
し
て
吟
味
体
得
さ
れ

た
学
問
」
で
あ
り
、
つ
き
つ
め
て
い
く
と
「
真
に
自

己
の
人
格
に
実
り
を
も
た
ら
す
学
問
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。
一
般
に
言
う
実
用
的
な
学
問
の
意
味
と
は
異

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
理
解
し
た
う
え

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
実
習
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン

グ
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
学
ぶ

　
淑
徳
大
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣
の
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
開
学
の
地
で
あ
る
千

葉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
大
巌
寺
と
一
体
を
な
す
立
地
に

あ
り
ま
す
。

　
大
巌
寺
は
、
四
百
五
十
年
余
前
の
天
文
年
間
に
創

建
さ
れ
た
伝
統
あ
る
浄
土
宗
の
名
刹
で
す
。
江
戸
時

代
に
は
檀
林
と
称
し
て
境
内
に
多
数
の
学
寮
を
備

え
、
多
く
の
学
僧
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
学
ぶ
学
問

寺
で
し
た
。

　
良
信
先
生
は
1
9
5
1
（
昭
和
26
）
年
に
大
巌
寺

の
住
職
に
就
任
す
る
と
、
当
時
荒
廃
し
て
い
た
寺
の

復
興
を
構
想
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
淑
徳
大
学
の
創

設
と
も
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
事
業
家
、
教
育
事
業
家
、
そ
し
て
浄
土

宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
良
信
先
生
は
、「
宗
教
・
社
会

福
祉
・
教
育
の
三
位
一
体
に
よ
る
人
間
開
発
・
社
会

開
発
」
と
い
う
実
践
に
も
と
づ
く
独
自
の
考
え
方
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
人
々
の
自
立
を
支
え
る
よ
う
な

理
想
社
会
の
実
現
や
、
そ
れ
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、
仏
教
の
精
神
（
大
乗
仏
教
と
は
、

多
く
の
人
々
を
理
想
世
界
へ
運
ぶ
大
き
な
す
ぐ
れ
た

乗
り
物
と
い
う
意
味
）
と
社
会
福
祉
、
教
育
活
動
と

が
一
体
と
な
っ
て
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
実
学
が
、
社
会
・
地
域
の
な
か
で
学
ん

で
こ
そ
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

力
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
し
か
も
飛
行

機
で
は
な
く
船
で
ア
メ
リ
カ
経
由
で
ブ
ラ
ジ
ル
に

入
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
全
二
十
余
州
の
大
半
を
踏
破
し

て
、
約
2
0
0
0
人
の
知
縁
を
得
た
と
言
い
ま
す
。

1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年
に
「
南
米
仏
教
浄
土
宗
別
院

日
伯
寺
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
正
式
な
認
可
を
受
け
、

さ
ら
に
後
年
の
日
伯
寺
学
園
、
こ
ど
も
の
園
な
ど
の

事
業
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
園
で
の

知
的
障
が
い
児
童
の
救
済
事
業
は
、
良
信
先
生
が
特

に
力
を
注
い
だ
こ
と
で
、
そ
の
功
績
を
称
え
、
現
在
、

同
園
に
通
じ
る
道
路
は
「
長
谷
川
教
授
通
り
」
と
呼

ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
良
信
先
生
の
ブ
ラ
ジ
ル

開
教
の
足
跡
は
、
例
年
3
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ブ

ラ
ジ
ル
派
遣
研
修
」
で
辿
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
海
外
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域
と
の
交
流
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
に
は
、
ア
ジ
ア

お
よ
び
世
界
に
お
け
る
国
際
社
会
福
祉
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
ア
ジ
ア
国
際
社
会
福
祉
研
究
所
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
2
0
1
7
（
平
成
29
）
年
に
「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
」
が
稼
働
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
国
際
社
会
で
、「
と

も
い
き
の
こ
こ
ろ
」
な
く
し
て
、
人
々
が
わ
か
り
あ

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
2
0
2
0
年
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

わ
が
国
が
世
界
平
和
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
淑
徳
大
学
も
「
長
谷
川
良

信
記
念
・
千
葉
市
長
杯
争
奪 

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
全
国
選
抜
大
会
」
の
開
催
を
支
援
す
る
な
ど
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
国

際
交
流
・
貢
献
に
携
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
淑
徳
大
学
の
学
び
は
、
学
祖
・
長
谷

川
良
信
先
生
か
ら
託
さ
れ
た
バ
ト
ン
を
確
実
に
継
承

し
つ
つ
、
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て
新
た
な
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を
活
か
す
の
は
皆
さ

ん
自
身
で
す
。
淑
徳
大
学
で
学
ぶ
こ
と
を
誇
り
に
、

自
己
実
現
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

学
祖
を
知
る 

淑
徳
大
学
を
知
る

　
こ
の
構
想
は
「
大
巌
寺
文
化
苑
」
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
い
か

に
斬
新
な
発
想
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ

の
主
要
な
施
設
・
事
業
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

〈
宗
教
〉
本
堂
、
総
門
、
書
院
、
鐘
楼
・
梵
鐘
、
不
動

堂
、
籠
り
堂
な
ど

〈
福
祉
・
教
育
〉
淑
徳
大
学
社
会
福
祉
学
部
、
研
修
館
、

学
寮
、
浴
場
、
付
属
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

栄
養
料
理
学
校
、
産
業
福
祉
学
院
、
郷
土
資
料
館
、

幼
稚
園
、
隣
保
館
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

〈
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〉
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

　
こ
の
よ
う
な
施
設
・
事
業
を
す
べ
て
含
ん
だ
「
大

巌
寺
文
化
苑
」
と
は
、
宗
教
・
社
会
福
祉
・
教
育
と

を
三
位
一
体
と
す
る
空
間
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。「
開

か
れ
た
大
学
」
と
い
う
考
え
方
は
今
で
は
一
般
的
に

な
り
ま
し
た
が
、
良
信
先
生
は
半
世
紀
も
前
か
ら
構

想
し
て
い
ま
し
た
。

　
淑
徳
大
学
は
、
総
合
福
祉
学
部
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

政
策
学
部
、看
護
栄
養
学
部
、経
営
学
部
、教
育
学
部
、

人
文
学
部
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交
流
、
社
会
貢

献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
大
巌
寺
文
化
苑
」
の
構

想
も
淑
徳
大
学
の
そ
の
後
の
展
開
も
、
良
信
先
生
の

精
神
を
具
現
化
す
る
も
の
で
す
。

　
良
信
先
生
の
偉
業
の
ひ
と
つ
に
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
が

あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
明
治
時
代
後
期
か
ら
戦
前
・

戦
後
に
か
け
て
多
く
の
日
本
人
が
移
住
し
、
海
外
最

大
の
日
系
人
社
会
を
築
く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
南

米
各
地
の
数
多
く
の
日
本
人
を
訪
れ
激
励
す
る
こ

と
、
寺
院
を
建
設
し
、
宗
教
・
社
会
福
祉
・
教
育
・

文
化
の
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
が
ブ
ラ
ジ
ル
開
教
の
目

的
で
し
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
は
、
1
9
5
3
～
1
9
5
5
（
昭

和
28
～
30
）
年
、
1
9
5
7
～
1
9
5
8
（
昭
和

32
～
33
）
年
、
1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
の
3
回
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
ブ
ラ
ジ
ル

に
渡
っ
た
の
が
63
歳
の
と
き
で
あ
り
、
そ
の
行
動

い
の
ち
の
輝
き
、
つ
な
が
り
を
世
界
へ

学祖　長谷川 良信

二百軒長屋（1918年頃）千葉キャンパス新築工事（1964年）ブラジル派遣研修（1986年〜）被災地学習支援ボランティア
（2011年〜）

地域ボランティア活動車いすバスケットボール
全国選抜大会運営

第二次ブラジル開教時（1960年頃）

【長谷川良信先生の生涯】

〇 

幼
少
期

1
8
9
0
年
、
茨
城
県
西
茨
城
郡
南
山
内
村
字
本
戸

（
現
・
笠
間
市
）
で
、
長
谷
川
治
右
衛
門
（
父
）・
な
を

（
母
）
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
1
8
9
6
年
（
6

歳
）、
茨
城
県
真
壁
郡
真
壁
町
字
古
城
（
現
・
桜
川
市

真
壁
町
）
の
得
生
寺
に
養
子
と
し
て
入
籍
。
出
家
得
度

す
る
。

〇 

青
年
期

1
9
1
0
年
（
20
歳
）、
宗
教
大
学
予
科
入
学
。

1
9
1
5
年
（
25
歳
）、
東
京
市
養
育
院
巣
鴨
分
院
に

勤
務
。
1
9
1
6
年
（
26
歳
）、胸
部
疾
患
に
冒
さ
れ
、

房
総
半
島
に
転
地
療
養
、
闘
病
生
活
に
入
る
。

1
9
1
8
年
（
28
歳
）、
西
巣
鴨
の
通
称
「
二
百
軒
長

屋
」
で
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
隣
保
）
事
業
を
開
始
。
そ
の

ほ
か
、
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
の
創
設
、『
社
会
事
業
と
は

な
ん
ぞ
や
』
の
刊
行
な
ど
、
社
会
事
業
専
心
期
。

〇 

壮
年
期

1
9
2
2
年
（
32
歳
）、
内
務
省
嘱
託
な
ら
び
に
浄
土

宗
海
外
留
学
生
と
し
て
欧
米
に
社
会
事
業
研
究
の
た

め
派
遣
。
そ
の
ほ
か
、
大
乗
淑
徳
学
園
の
創
設
な
ど
、

社
会
事
業
と
教
育
事
業
を
両
輪
と
し
つ
つ
も
、
特
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
戦
後
復
興
を
期
し
て
教
育

事
業
に
尽
力
す
る
。

〇 

老
年
期

1
9
5
3
年
（
63
歳
）、
単
身
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
南

米
開
教
に
先
鞭
を
つ
け
る
。
そ
の
後
も
2
回
渡
伯
。

1
9
6
6
年
（
75
歳
）、
淑
徳
大
学
開
学
。

1
9
6
6
年
8
月
4
日
遷
化
（
行
年
75
歳
）。
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

在
学
生
の
皆
さ
ん
、
４
月
と
な
り
新
た
な
１
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

淑
徳
大
学
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
生
主
体
の
活
動
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
や
部

活
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
「
学
び
の
場
」
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
は
高
校
生
活

と
は
違
い
、
多
く
の
こ
と
を
自
分
で
学
び
と
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
輩
た
ち
も
、
そ
の
先
輩
の
背
中
を
見
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
収
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
淑
徳
大
学
」
で
経
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

淑
徳
大
学

独
自
の
学
び
レ
ポ
ー
ト

第
8
回 

雄
勝
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
6
回 

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

淑
徳
大
学
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
タ
ー

東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
の
石
巻
市
立

雄
勝
中
学
校
に
て
雄
勝
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
現
地
の
中
学
生
へ
の
学
習
指
導

を
中
心
に
、
部
活
の
練
習
や
駅
伝
の
練

習
に
参
加
し
、
学
生
と
生
徒
の
交
流
を

よ
り
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
雄
勝
中
学
校
の
教
頭
先
生

か
ら
は
、
普
段
あ
ま
り
接
す
る
機
会
の

な
い
大
学
生
と
い
う
異
な
る
世
代
と
の

交
流
が
、
生
徒
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に

な
る
と
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宮
城
県
石
巻
市
お
よ
び
山
元
町
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
水
押
保
育
所
、

石
巻
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
飯
野
川
保
育
所

に
て
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
公
演
も

評
判
が
よ
く
、
笑

顔
が
会
場
に
広
が

り
、
学
生
も
非
常

に
満
足
い
く
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
お
よ
び
宮
城
県

牡
鹿
郡
女
川
町
に
て
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
、

陸
前
高
田
市
で
は
陸
前
高
田
市
市
役

所
、「
り
く
カ
フ
ェ
」、
元
南
三
陸
消
防

署
副
署
長
の
被
災
体
験
の
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
女
川
町
で
は
N
P
O
法

人
コ
バ
ル
ト
・
ク
ロ
ス
・
カ
ム
イ
ミ
ン

タ
ラ
の
主
催
者
に
よ
る
被
災
地
を
支
援

す
る
側
の
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
被
災
者
の
心
境
、
自
ら
が
被
災
し

な
が
ら
も
他
の
被
災
者
を
助
け
る
人
の

心
境
な
ど
、
ど
れ
も
学
生
の
心
に
響
く

内
容
で
あ
り
、
被
災
し
て
な
お
立
ち
上

　
淑
徳
大
学
が
協
賛
し
て
い
る
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
冠
試
合
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
淑
徳
大
学
ス
ペ
シ
ャ

ル
ナ
イ
タ
ー
」
を
毎
年
夏
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
の

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
企
画
・
運
営
し
て

い
て
、
2
0
1
8
年
度
で
10
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
の
学
生
43

名
が
企
画
・
運
営
を
行
い
、
看
護
栄
養

学
部
、
総
合
福
祉
学
部
、
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国
選
抜
大
会
実
行
委

員
会
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
「
徳

能
雑
技
団
」
と
連
携
し
て
、
合
計
83
名

の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
W
O
W
O
W
エ
ン
タ
テ
イ
ン

　『
マ
イ
ナ
ビ 

p
r
e
s
e
n
t
s 

第
27
回 

東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

2
0
1
8 

A
U
T
U
M
N 

／ 

W
I
N
T
E
R
』
が
9

月
１
日
に
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
イ
ン

タ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
物
販
や
フ
ィ
ッ

タ
ー
、
取
材
サ
ポ
ー
ト
、
撮
影
サ
ポ
ー
ト
な

ど
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
催
前
の
8

月
22
日
に
は
、
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
や
ト
レ
ン
ド
キ
ー
ワ
ー
ド

の
発
信
な
ど
を
テ
ー
マ
に
盛
り
こ
ん
だ
イ

ン
タ
ー
ン
事
前
学
習
会
が
渋
谷
で
開
か
れ
、

イ
ン
タ
ー
ン
学
生
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
3
月
30
日
に
は
『
マ
イ
ナ
ビ 

p
r
e
s
e
n
t
s 

第
28
回 

東
京
ガ
ー
ル
ズ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン  

2
0
1
9 

S
P
R
I
N
G 

/ 

S
U
M
M
E
R
』
が
、
横
浜

ア
リ
ー
ナ
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
今
回
も
3
キ
ャ
ン
パ
ス

合
わ
せ
て
15
名
が
イ
ン
タ
ー

ン
に
参
加
し
ま
す
。
前
回

同
様
、
3
月
7
日
、渋
谷
に

て
、
事
前
学
習
会
が
開
催
さ

れ
、
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
概
要
や
歴
史
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
の
心
構
え

な
ど
を
学
び
、
当
日
に
備
え

ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
今
後
も
多
く
の
学
生

が
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
積

ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

メ
ン
ト
株
式
会
社
と

連
携
し
た
ア
プ
リ
に

よ
る
球
場
内
で
の
実

況
動
画
の
配
信
、
民

族
衣
裳
文
化
普
及
協

会
と
美
浜
区
高
校
生

連
携
会
議
と
連
携
し

た
浴
衣
を
活
用
し
た

企
画
な
ど
、
学
外
の

団
体
等
と
も
連
携
し

ま
し
た
。

が
る
人
の
強
さ
を
学
ぶ

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【実施日程】2018年7月31日（火）〜 8月3日（金）

【参加費用】15,000円

【担当部署】淑徳大学地域支援ボランティアセンター

【実施日程】2019年2月13日（水）〜 2月15（金）

【参加費用】15,000円

【担当部署】淑徳大学地域支援ボランティアセンター

　
毎
年
7
月
の
第
一
土
曜
日
に
は
大
学

に
隣
接
す
る
白
旗
地
区
で
白
旗
七
夕

ま
つ
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
白
旗
町
内
会
・
白
旗
商
店
会
・
淑

徳
大
学
の
3
者
が
協
力
を
し
て
七
夕

ま
つ
り
を
企
画
・
運
営
し
ま
す
。
当

日
は
近
く
の
保
育
園
や
小
学
生
に
書

い
て
い
た
だ
い
た
短
冊
を
飾
り
、
町

内
会
や
大
学
生
に
よ
る
模
擬
店
の
出

店
、
学
生
消
防
団
に
よ
る
活
動
の
紹

介
、
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
や
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
演
技
、
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
よ

る
体
験
会
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
生

浜
高
校
の
高
校
生
た
ち
も
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
模
擬
店
を
出

店
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
家
族
連
れ
な
ど
た
く
さ
ん

の
来
場
者
や
地
元
の
参
加
者
た
ち
が
お

祭
り
を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
大
学

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

白
旗
七
夕
ま
つ
り

● 各キャンパスの学び ●

熊谷千葉市長（右から3番目）も駆けつけてくだ
さいました

ロッテマリーンズ応援ブースを出展しました

　
千
葉
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
地
域

住
民
の
方
々
へ
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
を
表
す
企
画
と
し
て
「
健
康
フ
ェ

ス
タ
」
を
10
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
看

護
栄
養
学
部
の
学
生
・
教
員
は
、
身

体
計
測
、
血
圧
測
定
、
A
G
E
s
（
最

終
糖
化
産
物
）
測
定
な
ら
び
に
健
康

相
談
を
担
当
し
ま
し
た
。
健
康
相
談

は
栄
養
相
談
（
栄
養
学
科
学
生
・
教

員
）
と
健
康
相
談
（
看
護
学
科
学
生
・

教
員
）
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
の
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
し
た
。

　
当
日
の
運
営
は
、
測
定
や
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
担
当
の
他
、
受
付
や
案
内
な

ど
も
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
か
ら
1
0
0
％

「
満
足
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
秋
に
開
催
予
定
で
す
。

健康フェスタ受付付近の様子
学生が会場の案内をしています

健
康
フ
ェ
ス
タ

健康相談の様子　
教員と学生がペアになって、地域住民の方の相談に応じています

【実施日程】2019年2月24日（日）〜 2月26日（火）

【参加費用】15,000円

【担当部署】淑徳大学地域支援ボランティアセンター

第
9
回 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン

【実施日程】2018年8月24日 （金）

【参加費用】特になし

【担当部署】千葉キャンパス サービスラーニングセンター

【実施日程】2019年3月30日 （土）

【参加費用】特になし

【担当部署】千葉キャンパス サービスラーニングセンター

昨
年
度
（
2
0
1
8
年
4
月
～
2
0
1
9

年
3
月
）実
施
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
実
施
要
領
に
つ
き
ま

し
て
は
、
担
当
部
署
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
開
催
時
期
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【実施予定】2019年7月6日（土）
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ブ
ラ
ジ
ル
研
修
（
春
期
）

カ
ナ
ダ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
リ
バ
ー
ズ
大
学
英
語
研
修
（
夏
期
）

中
国
・
天
津
大
学
異
文
化
研
修
（
夏
期
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島
英
語
研
修
（
春
期
）

　
本
学
で
は
1
9
8
6
年
か
ら
南

米
ブ
ラ
ジ
ル
に
研
修
生
の
派
遣
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
33
回
に
わ

た
り
学
生
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。

学
祖
・
長
谷
川
良
信
先
生
の
社
会
福

祉
実
践
家
と
し
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

事
跡
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
建
学
の

精
神
に
触
れ
、
改
め
て
淑
徳
大
学
で

学
ぶ
意
味
や
、
自
身
の
将
来
像
や
生

き
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
系
社
会
と

の
交
流
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
の
多
様
な

文
化
・
環
境
・
価
値
観
に
触
れ
る
こ

と
で
、
国
際
的
視
野
を
広
め
る
こ
と

も
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
研
修
期

　
英
語
学
習
に
加
え
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
大
自

然
を
満
喫
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

も
組
み
込
ま
れ
た
、
3
週
間
の
短
期

英
語
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
英
語

学
習
は
、「
聴
く
」「
話
す
」
を
中
心

と
し
た
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、

世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生
と
一
緒
に

学
び
ま
す
。
生
の
英
語
、
カ
ナ
ダ
の

文
化
に
触
れ
て
み
た
い
、
大
自
然
を

満
喫
し
た
い
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
し
た
い
方
に
お
す
す
め
の
プ
ロ
グ

　
中
国
で
も
名
門
の
天
津
大
学
で
実

施
す
る
異
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。 

中
国
語
初
心
者
を
対
象
に
し
た

中
国
語
の
講
義
に
加
え
、
世
界
遺
産

で
あ
る
万
里
の
長
城
、
故
宮
博
物
院

や
天
安
門
広
場
の
見
学
、
伝
統
文
化

の
体
験
な
ど
、
8
日

間
の
日
程
で
盛
り
沢

山
の
研
修
内
容
で
す
。

前
半
は
天
津
大
学
の

寮
に
泊
ま
り
、
後
半

の
北
京
で
は
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
ま
す
。

　
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
＋
グ
ル
ー
プ
レ
ッ

ス
ン
で
、
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
英
語
漬
け
の
毎
日
を
送
れ
ま
す
。

充
実
し
た
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
で
、
よ
り
英
語
を
好

き
に
な
っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
繋
げ

る
の
が
「
セ
ブ
島
語
学
研
修
」
で
す
。

現
地
で
は
、
通
常
の
観
光
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
シ
テ
ィ
ー
ツ
ア
ー

や
、
子
ど
も
達
と
の
交
流
の
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
も
組
み
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
2
週
間
コ
ー
ス
ま
た
は
3
週

間
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

間
は
約
3
週
間
で
現
地
の
協
力
の
も

と
に
行
わ
れ
ま
す
。
学
祖
の
建
立
し

た
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
伯
寺
で
の
研
修
を

始
め
、
和
順
会
老
人
ホ
ー
ム
や
「
こ

ど
も
の
そ
の
」（
知
的
障
が
い
者
福

祉
施
設
）
を
訪
問
し
、
見
学
や
実
習

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
農

園
で
の
体
験
実
習
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
一

般
家
庭
に
3
泊
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
研
修
後
半
で
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
と
し
て
世
界

自
然
遺
産
で
あ
る
イ
グ
ア
ス
の
滝
を

見
学
す
る
な
ど
、
淑
徳
大
学
な
ら
で

は
の
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
研
修
で
す
。

ラ
ム
で
す
。

【実施日程】2019年3月7日（木）〜 3月24日（日）

【参加費用】大学負担

【実施日程】2018年8月6日（月）〜 8月26日（日）

【参加費用】約50万円

【実施日程】2018年8月19日（日）〜 8月26日（日）

【参加費用】約13万円

● 

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
び 

●

　
毎
年
7
月
と
12
月
に
開
催
さ

れ
る
、
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
団
体
に
よ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ブ
連

絡
会
を
中
心
に
、
学
生
た
ち
が

学
部
や
サ
ー
ク
ル
間
の
垣
根
を

越
え
て
、
企
画
・
運
営
か
ら
演

出
ま
で
協
力
し
合
っ
て
ひ
と
つ

の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い

ま
す
。
バ
ン
ド
や
ア
カ
ペ
ラ
、

ダ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

ス
テ
ー
ジ
は
、
学
生
た
ち
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
揮

で
き
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
演
出
の
レ
ベ
ル
が
上

が
っ
て
お
り
、
毎
回
3
0
0
名
以
上
の
学
生
で
盛
り
上

が
り
ま
す
。

　
就
活
直
前
、
３
年
生
向
け
に

「
就
活
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
架
空
の
企
業
の

求
人
を
想
定
し
た
就
職
活
動

を
疑
似
体
験
し
ま
す
。
学
生
が

就
活
前
に
た
く
さ
ん
失
敗
で

き
る
「
練
習
試
合
」
の
場
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
事
前
に
郵

送
し
た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
元
に
、
筆
記
試
験
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
グ

ル
ー
プ
面
接
を
体
験
し
ま
す
。
採
点
官
は
企
業
採
用
担
当
者

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
自
分
に
何
が
足
り
な
い
の

か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
知
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ま
さ
に
本
番
さ
な
が
ら
の
形
式
で
実
施
す
る
「
埼
玉

キ
ャ
ン
パ
ス
名
物
イ
ベ
ン
ト
」
で
す
。

「
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
」
＆

「
サ
イ
レ
ン
ト
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
就
活
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
】
認
知
症
で

あ
っ
て
も
地
域
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
地
域
の
カ
フ
ェ

作
り
を
目
的
に
月
1
回
、
第
一
土

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
主
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
健
康
・
栄
養
講

話
や
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が
手
作
り
の

お
菓
子
を
製
作
、
茶
菓
の
提
供

サ
ー
ビ
ス
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
食
堂
】
一
昨
年
度
よ
り
、

年
に
6
〜
12
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
共
働
き
世
代
の
多
い
地
域

で
昼
食
時
の
孤
食
対
策
が
目
的

で
、
栄
養
学
科
の
学
生
が
献
立
・

作
業
工
程
表
・
食
材
料
発
注
リ

ス
ト
・
ぬ
り
え
式
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
実
施

日
に
は
地
域
育
成
委
員
と
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
調
理
し
、
25

食
程
度
提
供
し
て
い
ま
す
。

看
護
栄
養
学
部
地
域
連
携
委
員
会
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
千
葉
市
中
央
区

松
ケ
丘
地
区
の
地
域
連
携
活
動
の
取
組
み

【実施日程】2019年2月3日（日）〜 2月17日（日）
 （2週間コース）

 2019年2月3日（日）〜 2月23日（土）
 （3週間コース）

【参加費用】約25万円 （2週間コース）
 約28万円 （3週間コース）

グループディスカッション後、企業の方
によるフィードバック中

サイレントナイト
コンサート2018

　「
淑
徳
教
師
養
成
塾
」
は
、
小

学
校
教
員
を
目
指
す
教
育
学
部

の
学
生
が
、
学
校
現
場
や
地
域

行
事
な
ど
で
子
ど
も
達
と
関
わ

り
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。
多
く
の
学
生
が
、
週
に
1

日
設
定
さ
れ
て
い
る
授
業
の
無

い
日
に
、
提
携
市
町
の
学
校
で

子
ど
も
達
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
季
休
暇

中
に
は
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
宿
題
教
室
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
主
的
な
支
援
活
動
を
通

し
て
、
学
生
は
指
導
の
仕
方
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を

実
践
的
に
学
び
、
教
育
現
場
で
通
じ
る
教
員
と
し
て
の
力

量
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
2
0
1
8
度
の
夏
季
休
暇

中
に
は
延
べ
2
0
0
人
の
学
生
が
夏
季
淑
徳
教
師
養
成

塾
に
参
加
し
ま
し
た
。

小
学
校
教
員
を
目
指
す
学
生
の

自
主
的
・
実
践
的
な
学
び

「
淑
徳
教
師
養
成
塾
」

夏季淑徳教師養成塾で子ども達の
支援をする学生

淑
徳
大
学
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
海
外
研
修
を
通
し
、
単
に
語
学
力
を
向
上
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
を
理
解
し
、
視
野
を
広
め
、
21
世
紀
の
国
際
社
会
に
適
応
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

募
集
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
S
―
n
a
v
i
や
掲
示
等
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
留
学
や
海
外
研
修
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
在
学

中
に
淑
徳
大
学
の
海
外
研
修
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
は
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
※
ブ
ラ
ジ
ル
研
修
は
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
数
名
ず
つ
研
修
生
を
選

考
し
ま
す
。（
応
募
時
に
1
〜
3
年
生
で
あ
る
こ
と
）
そ
の
他
の

研
修
は
す
べ
て
の
学
年
で
参
加
申
込
が
で
き
ま
す
。（
先
着
順
）
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【箱根駅伝の先導】
2019年1月に行われた「第95回東京箱根
間往復大学駅伝競走」第1区で先導する土
方さん。「沿道に注意を払いながら、選手
の安全を確保することが務めですが、選
手たちにも頑張ってほしいという思いも
ありました」。箱根駅伝の先導で警視庁の
担当は第1区と10区のみ。白バイでの先
導は4名しか任命されません。

【全国白バイ競技大会で優勝し、
  警視総監賞も受賞】

「第49回全国白バイ安全運転競技
大会・女性の部」にて、初出場し優
勝することができました。「先輩や同
僚からの指導、アドバイスのおかげ
です。今後は後輩の指導にあたりな
がら、交通安全活動にも励んでいき
ます」。

土方 ももこさん
警視庁　勤務

2012年3月、国際コミュニケーション学部 人間環境学科卒業。警視庁に入庁、希

望していた白バイ隊員となり、昨秋に開催された「第49回全国白バイ安全運転競

技大会・女性の部」に初出場で優勝し、警視総監賞も受賞。全国の女性白バイ隊員

から選抜された37名の頂点に。現在は警視庁第四方面交通機動隊に所属。

　
淑
徳
大
学
で
は
、
大
学
全
体
と
し
て

地
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
人
文
学

部
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数

多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、「
八
潮
こ
ど
も
夢
大

学
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
学
が
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

埼
玉
県
八
潮
市
と
の
共
同
実
施
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
同

市
に
住
む
小
学
校
高
学
年
の
児
童
を
対
象
と
し
、
本
学
に

来
学
し
て
も
ら
い
、
大
学
を
実
体
験
す
る
こ
と
を
趣
旨
と

し
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
度
は
12
月
18
日
に
「
比
べ
て
み

よ
う
昔
の
暮
ら
し
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
歴
史
学
科

で
博
物
館
学
芸
員
課
程
を
履
修
し
て
い
る
2
年
次
生
が
こ

れ
に
参
加
。
歴
史
に
つ
い
て
の
学
び
を
小
学
生
と
と
も
に

深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
板
橋
区
役
所
・
志
村
警
察
署
、
あ
る
い
は
、
企
業
な
ど
と

連
携
し
、
表
現
学
科
の
特
長
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

学
生
が
学
び
活
躍
す
る
「
場
」
が
学
外
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

 

　
板
橋
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
司
会
進
行
・
ア

ナ
ウ
ン
ス
、
外
国
人
向
け
冊
子
の
作
成
・
配
布
、
特
殊
詐

欺
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
・

ポ
ス
タ
ー
作
成
、
商
品
の
広
告
制
作
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
年
目
、
3
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。

 

　
本
年
度
、
初
め
て
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、「
食

品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
の
動
画
C
M
」
が
あ
り
ま
す
。
板

橋
区
と
本
学
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
こ
と
で
、

2
0
1
8
年
8
月
に
立
ち
上
げ
、
半
年
に
わ
た
っ
て
進
め

て
き
ま
し
た
。
板
橋
区
を
舞
台
に
し
た
実
写
C
M
が
1
本
、

ア
ニ
メ
制
作
の
手
法
を
使
っ
た
C
M
が
1
本
完
成
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

へ
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

 

　
社
会
の
こ
と
に
興
味
関
心
を
持
ち
、
学
科
の
特
長
を
活

か
し
た
学
び
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
」

表
現
学
科
の
特
長
を
活
か
し
た
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
・
企
業
と
連
携
し
、
課
題
を
解
決

し
た
り
、
広
報
し
た
り
す
る
活
動

● 

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
び 

●

B
.
L
E
A
G
U
E
「
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
ふ
な
ば
し
」
冠
試
合
を
開
催
！

長
谷
川
良
信
記
念
・
千
葉
市
長
杯
争
奪 

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国
選
抜
大
会

　
淑
徳
大
学
は
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
ふ

な
ば
し
」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン

サ
ー
と
し
て
昨
年
度
に
引
き
続
き
冠

試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
5
2
0
0
名
を
超
え
る
観
衆
の
中
、

磯
岡
学
長
が
挨
拶
で
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
、
手
話
サ
ー

ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ
が
手
話
ソ
ン
グ
2
曲

を
披
露
、
81
対
79
で
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

が
勝
利
し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
・
八
田

和
子
先
生
指
導
の
も
と
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
で
ハ
ー
ト
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
剣

　
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
ド

イ
ツ
で
は
プ
ロ
リ
ー
グ
が
あ
る
ほ
ど

世
界
中
で
盛
り
上
が
る
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
花
形
競
技
で
す
。
2
0
1
0

年
に
車
い
す
バ
ス
ケ
に
ハ
マ
っ
た
学

生
3
名
が
力
を
合
わ
せ
第
1
回
大
会

を
2
号
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し

た
。
出
場
チ
ー
ム
は
日
本
代
表
選
手

が
勢
揃
い
の
全
国
上
位
4
チ
ー
ム
の

み
で
全
試
合
ハ
イ
レ
ベ
ル
。
学
生
実

行
委
員
会
は
1
年
間
を
通
し
て
こ
の

大
会
の
運
営
す
べ
て
を
担
い
ま
す
。

必
要
経
費
は
企
業
を
訪
問
し
て
獲
得

し
、
審
判
の
手
配
な
ど
も
学
生
が
責

任
を
も
っ
て
行
い
ま
す
。
大
会
以
外

に
も
選
手
と
協
力
し
て
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
で
体
験
会
を
開

き
、
車
い
す
バ
ス
ケ
を
一
緒
に
楽
し

を
作
っ
て
先
着
5
0
0
名
に
配
布
し
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

　
試
合
後
は
選
手
の
皆
さ
ん
と
勝
利

の
笑
顔
で
記
念
撮
影
し
ま
し
た
。

　
淑
徳
大
学
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

毎
年
変
わ
り

ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご

提
案
を
お
待

ち
し
て
い
ま

す
！

む
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
ま

す
。
第
4
回
大
会
か
ら
は
「
車
い
す

ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
」
を
め
ざ
す
千
葉

市
と
（
公
財
）
千
葉
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
と
共
催
、
会
場
は
千
葉
ポ
ー

ト
ア
リ
ー
ナ
、
出
場
6
チ
ー
ム
と
規

模
が
拡
大
し
さ
ら
な
る
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
想
い

か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
大
会
は
い
ま
や

大
学
を
飛
び
出
し
て
、
2
0
2
0
年

の
先
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

【実施日程】2019年１月23日（水）

【参加費用】特になし

【担当部署】淑徳大学地域連携センター

【2018年度 実施日程】2019年3月2（土）・3日（日）

【2019年度 実施日程】2020年3月7（土）・8日（日）

【参加費用】特になし

【担当部署】千葉キャンパス 地域連携室
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　総務省消防庁による消防団への理解お

よび入団促進を図ることを目的とした、

全国展開PR資料「ポスター・リーフレッ

ト・映像」制作に関して、千葉市消防局

を通じて本学の学生消防団員に出演の依

頼があり、梅田舞佳さん（コミュニティ

　3月3日（日）から1週間、社会福祉学科2

年生5人がベトナムを訪問し、ハノイ市内の

技能実習の送出機関、老人ホーム、公立

高校などにて日本語を学ぶ研修生や学生と

交流しました。日本の福祉現場において外

国人介護士が多くなることを踏まえ、これ

から訪日する方々と交流し、若者の文化や

生活を学ぶ機会となりました。

　技能実習の送出機関や老人ホームでは、

本学学生がモデルとなり一緒に演習を行

い、また、公立の高校や中学校の日本語

教室では日本とベトナムの若者の流行や文

化を紹介し合いました。既に多くの中学校、

高校で日本語教育が始まっており、改めて

日本に対する関心の高さを感じました。さ

らにハノイ周辺の世界遺産や農村地区の方

のご自宅を訪問し、ベトナムの生活を肌で

感じました。

　今回の訪越は初めての試みでしたが、来

年もまた3月頃に予定しています。

　栄養学科では1、2年生を対象に、将来の

自分をイメージするサポートとして「おしご

とセミナー」を毎年開催しています。栄養の

専門家として各分野で活躍している方の講

演を聞いたり、就活の進め方や企業の動向

などの情報を得たりする貴重な機会です。

　 今年は1月24日（木）に、4名の講 師を

招いて開催しました。午前中はキャリアカウ

ンセラーや、就職専門業者の方からワーク

を通して自分を理解することに取り組みまし

た。午後は事業所給食と企業の研究所での

管理栄養士の役割について、具体例を挙げ

てお話いただきました。学生時代に経験し

ておくとよいこともうかがうことができ、将

来を見据えながら学生生活をどのように過

ごすかを考えるよい機会になりました。

　2月4日（月）、千葉第二キャンパスでは、

看護師・保健師国家試験の奏功会が開催

されました。本学部では、目標どおりの

成果をあげることを期待し「壮行」ではな

く、あえて「奏功」を使用しています。

　本学部では開設当初より、非常に高い

看護師・保健師の国家試験の合格率を維

持しています。これらの結果は、学生の

努力はもちろんのことですが、低学年か

らのきめ細やかな学修支援と最終学年で

引き継がれるキャリア支援の成果です。

奏功会は、主にキャリア支援委員会と看

護学科3年生が中心となって企画・運営を

しています。今年も、教職員、在校生か

らの熱いエールが込められた心温まる会

となりました。

　「淑徳大学看護栄養学部看護学科　看護

師・保健師国家試験全員合格！！」を目標

に、みんなの気持ちを一つにした思い出

に残る一日となりました。

政策学科2年）ほか学生消防団員が制作協

力しました。このポスターやリーフレッ

トは全国に210万部配布されるほか、47

県庁所在地の最寄駅には大判ポスターも

掲示されています。さらに総務省消防庁

の消防団公式ホームページでは中庭での

訓練風景のほか授業中の風景などが織り

込まれた2種類の動画を見ることが出来

ますので、是非ご覧ください。

総務省消防庁主催の
「消防団入団促進用ポスター・
リーフレット・映像の制作」に
本学の学生消防団員が全面協力しました。

ベトナム国際福祉交流プログラム

「おしごとセミナー」で将来の
自分のイメージづくりをする

看護師・保健師国家試験の奏功会が
開催されました。
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「教育連携に関する連絡調整会議」
を開催しました。

「卒業研究発表会」「演劇発表会」が
行われました。

「教育実習報告会」の開催

2018年度「ジョブフェア」を開催

「課外活動結果
報告会」を開催

　教育学部では年に1回、「教育連携に関す

る連絡調整会議」を開催しています。

　初等教育コースは1月8日（火）に、幼児教

育コースは2月5日（火）に、それぞれ各種実

習やボランティアなどの受け入れでお世話に

なっている4市1町の教育委員会、あるいは

認定こども園、幼稚園、保育所などの皆様

にお集まりいただきました。

　表現学科では、1月22日（火）に「卒業

研究発表会」、24日（木）には「演劇発表

会」が行われました。「卒業研究発表会」

では、4年生の各ゼミ代表5名による卒業

研究のプレゼンテーションが行われ、表

現学科3・4年生がそれぞれの研究発表に

聞き入りました。

　そして、24日には、「演劇発表会」が行

われ、1年生が「創作表現技法（演劇）」の

授業の中で作り上げてきた6作品が、上

演されました。毎年、グループに分かれ、

演じることはもちろん、脚本から演出、

照明、音響、舞台装置まで、学生自身の

手によって作られます。今年度も、ユニー

クでバラエティに富んだ個性豊かな作品

がそろいました。

　歴史学科では、1月30日（水）に「教育実

習報告会」を開催しました。当日は、2018

年度に教育実習を行った4年次生16名がポ

スターセッション形式で、教育実習の様子

を報告。教職課程を履修している1年次生

から3年次生を対象に、教育実習で学んだ

ことや実習前にやっておくべきことを、ひと

　2月13日（水）、埼玉キャンパスで業界

研究セミナー「ジョブフェア」が開催され

ました。これは、総合キャリア支援室が

企業に呼びかけて、学内で会社説明会を

行うイベントです。

　旅行、ホテル、鉄道、空港などの観光産

業をはじめ、金融、メーカー、不動産、小売、

流通、ITソフトウエアなど32社のブースが設

けられました。

　タイムスケジュールを5部に区切り、企業

　1月22日（火）、 埼 玉 キ ャ ン パ ス に て

2018年度「課外活動結果報告会」を開催

いたしました。強化・認定団体および準

認定団体（各種クラブ・サークル）の代表

者から、今年度の活動結果と来年度に向

けた熱い抱負が聞かれました。

　埼玉キャンパスでは学生団体が中心となっ

て、学園祭やサマーナイトフェスタ、サイレン

トナイトコンサートなどの行事を運営し、キャ

ンパスを盛り上げてくれています。近年では

地域にお住まいの方 と々の協働によるイベン

トやボランティア活動、地元小学校の先生

方との自主研修会を開催するなど、地域と

連携した活動も盛んに行われており、開かれ

た大学として交流の輪を広げています。

　会議では、日頃の感謝をお伝えするととも

に、コースの教育活動を改めて紹介させてい

ただきました。また、来年度から特別支援教

育にも力を入れていくため、さらなるご協力

をお願いしたいことなどお伝えするとともに、

学生の受け入れに関しての要望や質問なども

含めた情報交換もさせていただきました。

り8分の持ち時間で熱心に話していました。

　報告終了後には、板橋区教育委員会か

ら来学された先生による講評と講義があ

り、「良い教員とは、どのような教員なのか」

という問いかけに、参加した学生も教育実

習全般に関する理解を深めていました。

　参加した3年次生の女子学生は、「自分

たちも来年この立場になるということを考

えると、身の引き締まる思い。事前の準備

をしっかりと頑張ります」とコメントを寄せ

ていました。

はブースで同じ説明を5回繰り返します。学

生は1回ごとに企業を選ぶことで、32社の中

から5社の説明を聞いて回ることができます。

　当日は117人の学生が、延べ493人回の説

明会に参加しました。1人あたり平均4.21社

の説明を聞けたことになります。

　3月1日の就職活動開始を控えた3年生に

とって、人事の方々のお話をじっくりうかがえ

る貴重な機会となりました。
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「淑徳大学広報誌」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部　大学院 総合福祉研究科

〒260-8701  千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL：043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　大学院 看護学研究科　

〒260-8703  千葉県千葉市中央区仁戸名町673
TEL：043-305-1881

埼玉キャンパス
経営学部　教育学部

〒354-8510  埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1　
TEL：049-274-1511

東京キャンパス
人文学部　淑徳大学短期大学部

〒174-0063  東京都板橋区前野町6-36-4
TEL：03-3966-7631

226

　編集会議のあと、毎度のようにヘトヘトになる。事実関係や氏
名など、間違ってはいけない情報ばかりなので、かなり神経をす
り減らす作業である。目も疲れる。この5年間で老眼が進んだの
は、Togetherの編集によるところが大きいのではないかとまで考
えてしまう。
　もしこの編集後記に、誤字や脱字があっても、どうか温かい目で読
み飛ばして欲しい。
　前回編集後記を書いたのは、本学に赴任したばかりの時期だった。
業務内容も知らないまま、広報委員に任命され、はじめて出席した会
議で「次回の編集後記は、東京キャンパスの順番なので、お願いします」
と言われた気がする。この記憶が曖昧なのは、たった今、編集会議
を終えてこの文章を書いているからである。（以下本文の文頭に戻る）。
　この後記を読んでいる人には、本紙に目を通していただき、本当に
ありがとうございます、とお礼の言葉を申し上げたい。新年度、どうか
良いことがありますように。（田中）

編集後記

ソーシャルワーカーを活用しよう

　誰の人生、どの家庭でもさまざまな問題が起こり、また人生
とは現れる課題に対処することで豊かになる歩みだと言うこと
もできましょう。具体的には、「子育てで悩む」「親の介護で相
談できる人がいない」「失業して再就職をしようとしたら病気に
なった」など、生活の問題は年齢や生活スタイルに関係なく、幅
広く起こります。そうしたときに、本人の力や周りの人たちの協
力で問題に取り組み解決できればいいのですが、往々にして孤
立し、周りに相談できないことがあります。
　安心してください、ソーシャルワーカーがいます。ソーシャル
ワーカーは、相談者に対して一方的に支援するのではなく、一
緒になって考えていきます。そして、本人の主体性を尊重し、最
終的に本人がどのような生活をしたいのかを決められるように
支援します。もちろん、ソーシャルワーカーも一人ではできませ
んし、オールマイティでもありません。多様な社会資源につなげ、
地域で他の専門職やボランティアなど多くの人たちとネットワー
クを作って支援していきます。また、相談における秘密は守り、
個別性を尊重した対応をします。ぜひ、こうした仕事をするソー
シャルワーカーがいることを知ってください。
　
※「知識モリモリ×健康モリモリ」を今号から改題しました。

　新一年生のみなさん、ご入学おめでとうございます。私は、
放送研究会とHEARTサークルという２つのサークルに所属
しています。
　放送研究会では、実際のコミュニティFMなどで、毎週2
時間生放送の番組などを半年ほど経験させていただきまし
た。HEARTサークルでは、主に板橋区のイベントのボラン
ティアをしています。大学の授業だけでなく、学外に出て様々
な方と交流することは、自分の糧になります。
　わからないこと、困ったことがあったら、是非先生や
友人・先輩に相談してください。

福祉の仕事

ソーシャルワーカーは何をする人か
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